
 
 

白
塔
歌
仙
会
第
四
三
八
回
月
例
会
「
寒
の
底
し
ら
れ
ぬ
花
」
の
巻 

 
寒
の
底
し
ら
れ
ぬ
花
の
ほ
の
香
り 

 
 

 

恆
雄 

 
 

柊
挿
せ
る
隣
家
の
路
肩 

 
 
  

 
 
 

七
緒 

危
な
い
よ
そ
っ
ち
へ
行
く
と
痛
い
目
に 

 
 
 

笈
羅 

姉
妹
そ
ろ
っ
て
二
日
の
お
灸 

 
 

  
 
 

悦
子 

朧
月
チ
ョ
コ
の
銀
紙
伸
ば
し
つ
つ 

 
 
 
 
 

果
穂 

 

祇
王
忌
に
買
う
新
版
歳
時
記 

 
 

 
 

和
子 

ゲ
イ
カ
プ
ル
京
の
春
寒
手
を
つ
な
ぎ 

 
 

松
陽 

 

サ
ッ
フ
ォ
ー
ま
ね
び
林
檎
咲
く
杜
へ 

 

恆 

宰
相
の
引
き
で
比
例
区
政
務
官 

 
 

 
 

七 

ガ
ー
ド
ガ
ッ
チ
リ
思
わ
ず
水
が 

 
 
 
  
 
 

笈 

ト
レ
ン
ド
の
白
の
ビ
キ
ニ
に
サ
ン
グ
ラ
ス 

悦 

古
き
写
真
は
麦
藁
帽
子 

 
 

 
 
 

 
 

果 

月
淡
く
夏
季
合
宿
の
帰
り
道 

 
 
 

 
 

和 

習
氏
の
頭
上
気
球
が
回
る 

 
 

 
 

 
松 

眩
暈
の
す
る
散
歩
の
耳
に
異
な
唸
り 

 
 

恆 

ハ
チ
ド
リ
の
飛
ぶ
茶
会
の
庭
に 

 
 

 

悦 
 

ハ
イ
ハ
イ
と
盃
を
重
ね
た
花
一
杯 

 
  
 
 
 

笈 

 

梓
湖
に
集
う
桜
鱒
釣
り 

 
 

 
 

 
 

七 

残
雪
の
常
念
の
尾
根
朝
日
射
す 

 
 

 
 

松 

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
は
エ
ジ
プ
ト
へ 

和 

針
供
養
カ
ン
ボ
ン
通
り
の
メ
ゾ
ン
に
も 

 

果 

窓
か
ら
落
と
す
絹
の
靴
下 

 
 

 
 

 
 

恆 

稼
ぎ
口
さ
が
す
詐
欺
師
の
合
言
葉 

 
  
 
 
 
 

悦 

山
と
呼
ん
だ
ら
川
と
お
答
え 

 
 
 
 
  

 

笈 

 

武
者
人
形
源
吾
に
紛
う
鉢
の
金 

 
 

 
 

七 

 

女
房
お
辰
紗
の
気
風
よ
さ 

 
 
 

 
 

果 

将
軍
さ
ま
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
愛
娘 

 
 

 

和 

 
 

ル
フ
ィ
の
帰
国
マ
ル
コ
ス
の
先 

 
 
 

松 

か
ぐ
や
姫
失
せ
に
し
の
ち
の
居
待
月 

 
 

悦 

衣
桁
に
残
る
萩
の
打
掛 

 
 

 
 
 

 

七 

猪
で
プ
レ
イ
中
断
ゴ
ル
フ
場 

 
 
 

 
 

笈 

一
匹
だ
よ
ね
秋
戸
の
蠅 

 
 

 
 
 
 

果 

 

地
震
（
な
い
）
ふ
る
や
黎
明
の
空
戦
き
て 

 

恆 

 
 

氷
河
は
熔
け
て
マ
グ
マ
の
怒
り 

 
 
 

和 
 

靖
国
の
能
舞
台
見
よ
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
  

 
 

松 

笑
顔
の
父
と
雛
飾
り
す
る 

 
 
 
 
 
 
  

 

笈 

 

連
衆
：
恆
雄
、
七
緒
、
笈
羅
、
悦
子
、
果
穂
、
和
子
、
松
陽
。 

令
和
五
年
二
月
一
日
首
、
令
和
五
年
二
月
十
一
日
尾
（
文
音
） 


